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研究成果の概要： 

わが国における環境補償制度の可能性を探るべく、2006年に米国のミチゲーション

制度を調査しきた。その結果、「開発と保全」との共存システムとして米国のミチゲ

ーション制度は高く評価できるが、国土面積の広狭、環境(緑、生物、景観等)の捉え

方、土地所有の考え方および文化性などの相違から米国の制度や考え方をそのままわ

が国に導入することは無理があることが明らかになった。わが国でミチゲーションを

理解させるためには「緑量」や「景観」であることなどが判明した。 
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１．研究開始当初の背景 
 米国では、開発事業の実施によって自然環
境や生物の生息地を損失してしまう場合、そ
れに見合う環境の代償行為を開発事業者に
義務付けており、これを開発と保全を両立さ
せるミチゲーション制度という。一方、わが
国では相変わらず開発と保全は対立概念で
あり、両立する制度が模索されていた。ミチ
ゲーションの概念はわが国でも紹介されて
いたが、わが国での導入方法および具体的な
ミチゲーションの評価要素等は確立されて

いなかった。 
 
２．研究の目的 
開発行為と自然環境保全(開発と保全)を

いかに両立させるか。これまで経済至上主義
で進められてきたわが国の都市整備（まちづ
くり）を省みて、いま、わが国のまちづくり
の新たなあり方として、その両立策が声高に
求められている。 
一方、米国では、開発行為と自然環境保全

の両立策として、1970 年代からミチゲーショ



ン(Mitigation)制度が実施されている。わが
国でも「環境影響緩和措置」として知られる
このミチゲーションは、開発行為が自然環境
に与える負の影響を「回避」させることを第
一義とし、それが不可能であれば、その影響
を「最小化」させ、それでも自然環境に与え
る負の影響が認められる場合には、それに見
合う環境創造を人為的に行う（代償する）こ
とで「代償措置（代償ミチゲーション）」を
施す環境管理制度である。  
わが国においても、1999 年に全面施行され

た環境影響評価法の中でミチゲーションの
概念が明示され、その重要性が認知されるよ
うになったが、それまでのわが国の環境関連
法制といえば、「代償ミチゲーション」のよ
うな自然環境への「補償」を促す制度（環境
補償制度）が存在しなかった。 
しかしながら、わが国の国土の狭小性に着

目すれば、自然環境保護に偏重して開発行為
を一切禁止することは非現実的である一方、
開発行為が進めば有限ともいえる自然環境
が少しずつ減少していく状況をふまえると、
わが国の環境管理にあっては、代償ミチゲー
ションのような環境補償を積極的に推進す
る方策を取らざるを得ないと認識する。 
その普及･促進にあたっては、地域によっ

て状態が異なる自然環境を対象とする制度
であるだけに、米国の手法をそのまま取り入
れるのではなく、わが国の動植物の生育環境
や国民の自然観、そして狭小な国土と稠密な
土地利用・高地価等を勘案した日本型ミチゲ
ーションのあり方を構築する必要があると
考える。そこで、研究目的としては、わが国
で米国のような、ミチゲーション制度の概念
が成立するのか、また、ミチゲーション制度
で用いられる環境保全の対象要素はいかな
るものが注目されるのかを言及するもので
ある。 
 
３．研究の方法 
 大別して以下の 3つの方法より明らかにす
る。 
(1)米国のミチゲーション制度の把握と実態
を明らかにするために現地調査を行う。調査
対象地および組織等は、米国カリフォルニア
州サンタローザ市、国の陸軍工兵隊、州水質
管理局、民間ワイルドランド社など。 
(2)わが国での環境政策の実態を把握するた
めに、行政等の制度やその実効性を調査する
－首都圏 4都県、7市区を対象として調査。 
(3)開発と保全の狭間にある千葉県流山市の
緑景観を対象として現地調査を行う。 
 
４．研究成果 
 上記(1)～(3)で得られた研究成果はそれ
ぞれ以下のとおりである。 
(1)本調査では、米国の中でも特にミチゲー

ション制度に関する規定が厳しいカリフォ
ルニア州を対象とし、米国陸軍工兵隊、カリ
フォルニア州水質管理局、魚類野生生物局へ
のヒアリング調査と、ソノマ郡サンタローザ
市の Hazel 地区および Carinally-Todd Road
地区での現地踏査を通じて、ミチゲーション
バンクの最新の運用実態や、各関係機関の役
割について明らかにした(図１)。 
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 図 1 対象地域 

 
米国では、開発事業の実施によって自然環

境や生物の生息地を損失してしまう場合、そ
れに見合う環境の代償行為を開発事業者に
義務付けており、これに伴ってミチゲーショ
ンバンキングシステムが形成されるように
なった。このシステムは、ミチゲーションバ
ンカーが予め自然環境の復元や創造などを
実施し、それをクレジットとして貯蓄し、開
発事業者がこれを購入することで代償ミチ
ゲーションの義務を果たしたとする手段で
あり、現在、米国で盛んに展開されている環
境補償制度のひとつである。しかしながら、
ミチゲーションバンクの最新の運用実態や、
そのリスク対策などについて明らかとなっ
ていない。 
そこで、2000 年時に先行研究として、調

査対象としたカリフォルニア州のワイルド
ランズ社のミチゲーションバンクに着目し、
その事業者とともに当該サイトを監視・指導
する上記行政機関等へのヒアリング調査を
行い、不動産管理会社との２組織での事業運
営方法や、環境コンサルタントによる自然環
境の維持管理方法などについて明らかにし
た。さらに、経営リスクマネジメントの観点
からコンストラクションセキュリティ、パフ
ォーマンスセキュリティ、ショートタイムイ
ンタリング、エンドーメントなどの基金によ
るリスク対策の方法や、自然災害のリスク、
経営破綻が生じた場合の対応などについて
明らかにした。 
その結果、ミチゲーションバン制度に関す

る各関係機関の役割について図２のように
整理できた。また、米国のこの制度は、開発
と保存の両立ちしてかなり有効であるが、環
境保全に対する考え方はわが国とかなり異
なるため、そのままの形でわが国に展開する
ことは馴染みにくいことが分かった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 図 2 ミチゲーションに関する各関係機関の役割 

 
(2) わが国のミチゲーションを含めた環境
政策を考察する上で、重要な要素は緑地保全
制度である。 

全国的な緑地保全制度が実施される以前
から、首都圏近郊緑地保全法などにより、民
有緑地の保全への取り組みが行われてきた。
そこで首都圏 4都県 7市区を対象に、市民緑
地制度またはこれに類似した｢公開型民有緑
地制度｣の実施状況と課題を緑地の指定･解
除状況より把握した。 

7 市区の実態調査から、公開型民有緑地の
運営に際しては、地権者への税制優遇措置に
加え、啓蒙活動などにより緑に対する意識の
向上を促すことで、都市における民有緑地減
少の解決につながるとの結論が得られた(表
1、2)。また、わが国の都市における環境政
策の多くは、緑地や緑量の多寡に着目し、そ
の保全制度の確立に腐心しているといえる。 
 

表 1 対象緑地への管理形態 

 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 制度に期待される要素 

自治体名 
税の免
除策 

管理体制
の充実 

歴史性 
その他
要素 

横浜市 ○ ○ ○  

練馬区 ○    

千葉市 ○    

日野市 ○  ○  ○※４

八千代市 ○    

流山市   ○  ○※５

世田谷区 ○ ○   

 

 
また、調査の結果、緑地の保全が比較的順

調に行われている自治体がある反面、緑被率
がかなりの速さで減少している自治体もあ
ったが、｢公開型民有緑地制度｣を導入してい

る自治体に保全の確度が高いことが分かっ
た。自治体が保有の緑地を保全したい場合は、
それを買収するのが最も効果的であるが、そ
れが出来ない現状では、民有緑地の活用が求
められる。しかし、民有緑地の活用はそこの
住民をはじめとする地域の文化的熟度に大
きく左右され、なかなか一般解を得ることは
難しい。そこで、さらに、2005 年 8 月に開通
したつくばエクスプレス線(東京－茨城間)
によって緑地が減少し始めた千葉県流山市
を対象に、ミチゲーション制度の可能性を調
査した。流山市は古くからの産業の町である
とともに、昭和 30 年代には先進的に田園都
市(江戸川台団地)を建設するなど文化的水
準は高く、調査結果からはミチゲーション導
入の理解は高いと推察でき、今後は具体の展
開等を行うことが重要であることが明らか
になった。 
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(3)これまで述べてきたように、わが国にお
ける環境補償制度の可能性を探るべく、
2006 年度より米国のミチゲーション制
度を調査・解析してきた。その結果、「開
発と保全」との両立を図るためのシステ
ムとして米国のミチゲーション制度は
高く評価できるとした。しかしながら、
国土面積の広狭、環境(緑、生物、景観
等)の捉え方、土地所有の考え方、地価
の評価方法および文化性などの相違か
ら米国の制度や考え方をそのまま導入
することは無理があることや、わが国の
大規模な都市における保全の主な対象
が最も分かりやすい「緑量」や「景観」
であることなどが判明してきた。 
 そこで、わが国での環境補償のあり方
を実証的に捉えるため、つくばエクスプ
レス線（東京・秋葉原－茨城・つくば）
沿線開発によって「開発と保全」の狭間
に立っている千葉県流山市を対象に研
究を進める。本研究では流山市は環境政
策の一環であるグリーンチェーンを柱
に、他区市等で行われている緑地保存施
策等をも収集分析し、行政主導による環
境保全対策および地元住民との意思の
疎通の重要性を具体に指摘した。景観と
緑に着目して、つくばエクスプレス線の
走行時に見える景観の評価を行った。実
際に流山市内を走行している約3キロメ
ートルの景観をビデオ撮影して、それを
被験者にアイマークレコーダによって
評価させる。その結果、車窓から見える
遠景の緑は絶えず無意識に眼で追う対
象となっていることが判明した(図3)。 

 

【凡例】 ○：実施中 △：実施検討中 ―：実施例なし 

ボランティア活動 啓蒙活動

市民の森制度 1971 27 1

ふれあいの樹林制度 1988 15 0

憩いの森制度 1975 40 8

街かどの森制度 1995 9 4

市民の森制度 1976 15 0

市民緑地制度 2006 2 0

野市 不動産信託契約制度 1989 18 5 ― ―

市民の森制度 1989 11 5 ― ―

市民の森制度 1994 18 2 　○
※2

市民緑地制度 1995 2 0 ―

市民緑地制度 1997 5 1 　○
※3

　○
※3
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管理などの事業実施状況
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△
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市

実施年度

 なお、都市における緑がわが国では環
境のシンボルとなっている。環境補償の
対象はこの緑量の保障であるといって
も過言ではない。環境の一方の指標であ

日

八千代市

世田谷区

千葉

練馬

流山

横浜



る生物の生息も緑と水の存在なしには
考えられないからである。 
また、流山市における緑の評価は、身近な

緑よりも、スカイラインを形成するほどの緑
量が評価が高いことが明らかになった。この
ことより、中景や遠景を見通せるミチゲーシ
ョン的施策が求められていることが分かっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 流山市における連続シーン景観の構成要素 
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